
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

邑楽町立邑楽南中学校 学校だより 

 第２号 

令和7年５月１日（木） 

 

新年度がスタートして1ヶ月がたちました。

生徒たちはスイッチの切り替えがうまくいった

ようで、とても良いスタートが切れました。 

１年生は、新たな環境の中で戸惑いもあるか

と思いますが、邑楽南中のスタイルに早くも順

応しつつあるようです。 

２年生は、昨年度１年間で心身ともに大きな

成長が見られ、とても頼りになる上級生になり

ました。１年生のよい見本となってくれるもの

と確信しています。 

順調なスタートが切れました 

部活名 １年 ２年 ３年 全体 

サッカー 1 12 3 16 

女子バレーボール 0 8 5 13 

男子バスケットボール 4 1 4 9 

女子バスケットボール 0 1 1 2 

水 泳 1 0 5 6 

男子バドミントン 5 5 4 14 

女子バドミントン 7 2 3 12 

男子ソフトテニス 5 6 2 13 

女子ソフトテニス 9 5 4 18 

体 操 0 4 6 10 

吹奏楽 1 4 7 12 

美 術 3 7 1 11 

 

部活動が決まりました
 ４月２５日(金)に部活動編成が行われ、入部が決

定しました。各部の人数は、下表のとおりです。 

みんな、目標を決めてがんばろう！（4/30現在） 

 そして３年生には、邑楽南中を背負っていく覚悟が感じられます。自己開示ができている生徒が 

多く、得意なことを表現することができているので、背中で後輩たちに範を示してもらいたいです。 

どの学年も、このまま突っ走ってほしいとい気持ちもある反面、あまりとばしすぎると息切れし 

てしまうので、ゆっくりと前を向いていてくれればいいかなと思っています。 

 

 

 
 ４月２２日は、授業参観、学級懇談会、ＰＴ

集会と、盛りだくさんのイベントでしたが、多

くの保護者の方にお越しいただき、ありがとう

ございました。授業でのお子さんのようすや、

学級懇談会での情報交換等、貴重な機会となり

ました。今回の授業参観は、担任の授業を観て

いただきましたが、10 月７日、８日には学校

公開も予定しています。両日とも午後の参観は

フリーとなっております。ぜひお越しください。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

日 曜 行事・その他 

1 木 三者面談(1年のみ) 尿検査 

2 金 
三者面談(1年のみ) 

耳鼻科検診２年 尿検査 

3 土 【憲法記念日】 

4 日 【みどりの日】 

5 月 【こどもの日】 

6 火 【振替休日】 

7 水 集金日 三者面談(1 年のみ) 

8 木   

9 金   

10 土   

11 日   

12 月 
教育実習開始～５/３０ 

職員会議 眼科検診全学年 

13 火   

14 水 ＰＴＡ集金 歯科検診 2-2､1 年 

15 木   

16 金  

17 土   

18 日   

19 月 校内研修 内科検診３年 

20 火   

21 水   

22 木 1 年林間学校① 

23 金 1 年林間学校② 

24 土   

25 日   

26 月 前期計画訪問 ※火曜校時 

27 火 ※月曜校時  

28 水 3 年実力テスト② 

29 木   

30 金 ＪＲＣ登録式 郡大会壮行会 

31 土 郡総体 バスケ・テニス 

 

大人の関わり方って？  

 新学期が始まって、通勤途中に身体よりも大きな

ランドセルを背負った小学１年生や、ふらふらしな

がら自転車をこいでいる中学１年生を見かけます。

この子たちの将来を台無しにしないよう、車のスピ

ードや安全確認を慎重にしなければと思います。 

 毎日通る横断歩道に交通指導員の方が立っている

のですが、その方は子供が近づいてきても信号のボ

タンを押しません。押してあげれば早く渡れるの

に？と思っていたら、その方は近づいてきた１年生

にボタンを押して安全確認してから渡るように促し

ていました。この光景にはっとなりました。安全な渡

り方を教えてあげれば子供たちは自分で判断できる

ようになるけど、やってあげてしまうと子供たちは

自分で判断できなくなってしまう。よかれと思って

やってあげてしまうことで、子供たちのできる芽を

摘んでしまうんですよね。自分がいつも言っている

ことだよなと苦笑いしたのでした。 

大切な「あずかりもの」  

 歳の離れた知人に女の子が生まれました。抱っこ

させてもらいながらあることに気付きました。その

知人は娘さんのことを「Aさん」と､さん付けで呼ん

でいるのでした。呼び捨てでもなくちゃん付けでも

なく。それがなんだかとても気持ちがいいのです。 

知人は娘さんを「うちの娘」としてとてもかわい

がっているのですが、同時に「大切なあずかりもの」

として考えているらしいのです。娘であろうが、息

子であろうが、その人は「その人」の人生を持って

いるので、その人として生きることを尊重したいと

自分も思います。 

何でこんなことを書いたかというと、邑楽南中の

保護者の中にも、同じような考えを持った方がいら

っしゃることを、最近知ったからなんです。こんな

素敵な「親さん」が近くにいることは、とてもうれ

しいことだなあと思うのでした。（文責：山口） 

   


